
　　　　

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・長期休み中の社会体験企画、社会資源利用。
・避難訓練

（小諸市内のみ）

家族支援

・初回相談時とモニタリング時、連絡帳や送り迎え時等のやり取りから困り事等を聴き取り、課
題を共有した上で、提案をします。
・必要（希望）に応じて自宅等を訪問し、より具体的な支援方法の提案をします。
・保護者同士の繋がりが生まれることを願って、交流会を計画しています。
・ペアレントトレーニングを案内します。

移行支援

・子どもを取り巻く環境のうち支援者や場所の変化は避けられませんが、仕組みは
引き継げます。個別の必要性に適った仕組みを引き継ぐことは移行支援における
重要事項の一つです。
・在学中の事業所間の移行に際して個別の仕組みを引き継ぎます。
・進学や就職に際して個別の仕組みを引継ぎます。
・切れ目のない支援を提供していきます。

地域支援・地域連携

・定期的にまた必要に応じて行われる個別の関係者会議、支援会議に参加し、情報を共有
し、支援の方向性を確認するとともに、個別の仕組みとなるよう働きかけていきます。
・学校へ迎え際の担任教諭等とのやり取りを通して情報を共有しています。
・必要に応じて特別支援教育コーディネータを通して支援の方向性を確認しています。
・保育所等訪問支援事業も組み合わせながら、ひまわり園の実践が地域の資源となることを
目指しています。

職員の質の向上

・園内研修
・事例検討
・虐待防止研修
・外部研修
・関係資格取得

支　援　内　容

本
人
支
援

・日々の健康チェック（引継ぎ情報の共有・検温・不調の有無確認）を行います。
・感染症対策について職員間で情報共有を密にし（連携し）感染防止に向けて取り組みます。
・園内での過ごし方に関して個別の状況に合わせた計画的で効果的な教え方（手順書の作成や必要で最少の指示）を用います。
・衣類の着脱、排泄、食事のとり方等について特性や個性に合わせた支援方法を用意します。
・行動の自己管理を促す標準的な支援方法があります。（スケジュールなど）

・過ごし場所のひとつである体育館には常設の遊具があり、いつでも自由に使用できます。（トランポリン、滑り台、トンネル、ボールプール、バランスボール）
・四季を感じられる活動や五感を刺激する活動を提供します。好きな感覚を思い切り満たせるよう、子どもの思いつく遊びを出来るだけ保証しています。
・感覚特性（過敏・鈍感）を活かした選択ができる環境を指向しています。希望や必要性に応じて感覚プロファイルの結果も参考にします。

・標準化されたアセスメント書式と支援方法（特性シート、コミュニケーションサンプル、太田ステージ、感覚プロファイル(SP、AASP)、PECS、MAS、等）を個別の必要性に合わせて選択し活用しています。
・当日の利用児と職員、主活動、降園方法（時間、帰宅方法等）を提示しています。必要に応じてアセスメントを踏まえ個別に情報提示しています。
・必要な物品は依頼によって貸与される、子ども自身の判断を促す環境を指向しています。
・子どもが感覚的必要性（苦手な刺激を避けることや落ち着く刺激を適切に得ることは認められるべきという考え方）に適った環境（場所・道具等）を選択できるよう努めています。
・場面の切り替えが得意に変わるよう支援します。

・子どもが周りの人に伝える方法についてアセスメントし、その子に合った伝える方法を用意しています。
・子どもに周りの人が伝える方法についてアセスメントし、その子に合った伝え方を用意しています。
・お互いに伝え合ったことを踏まえて、一緒に考える段階を大切にします。自身の希望と他者・集団の状況を踏まえ、折り合いをつける力、自己決定する力を育みます。
・子どもたちの言葉がやわらかいものになるよう、職員が率先してやわらかい言葉を使います。
・必要に応じてコミュニケーションサンプルを取りコミュニケーション目標を立てます。
・行動の理由を分析し適切なコミュニケーション行動になるよう支援します。

・子どもがありのままの自分自身を受け入れてくれる大人と関係を築き、不安等を気軽に相談し気持ちを発散できる居場所を目指しています。
・中学生となった子どもが同年代のお子さんと交流し、語り合える場になっています。
・子どもの成長に応じた社会的相互交渉の段階（他者の接近を受け入れる、同じ空間を共有して並行的に過ごせる、同じ玩具等を媒介にやり取りができる、共通のルールによって一緒に遊べる。等）を踏まえま
す。
・子ども達が関係を作る過程を温かく見守っています。

法人（事業所）理念

「一羔なる思い」〜精神を尽くし、心を尽くし、思いを尽くし、力を尽くす〜
知的に障がいのある人たちの日々の生活、そして、人生全体が十分に充実していないことを憂い、聖書に登場する「九十九匹と一匹の羊」というたとえ話から、「小さな一人ひとりの存在の大切さ」を「一羔」という
言葉で言い表しました。
この「一羔」という言葉は、「何人も人としての価値にいささかの差があってはならない」という強い思いを象徴しています。
以来、私たちは「障がいの有無にかかわらず、共に支え合う仲間として、豊かな個人史が描き出される人生を守り、大切にしよう」という思いを受け継ぎ、活動に取り組んでいます。

支援方針
放課後等を快適で安心して過ごせる場を提供することにより、保護者の方と共に心身共に健やかに成長する支援をします。
発達に合った個別の支援方法により、行動障害を予防します。

営業時間 (放課後)15:00～18:30　　(学校休業日)9:00～17:00 送迎実施の有無

支援プログラム

事業所名 小諸市児童発達支援センター　小諸市ひまわり園　（放課後等デイサービス） 作成日 2026年3月1日


